






 

 筋ジストロフィー症児には病態進行と共に「四つ這い」や「いざり」移動に

対する移動用具または移動用車の適応が考えられる。前回は「いざり」児に対

しキヤスター付き肩平な座板を考察しその有用性を報告した。今回は「四つ這

い」に際しクローラーに類似する移動用車を試作した。「四つ這い」移動に際し

Stage 5 以上では肩関節や股関節部構成筋群は顕著に荒廃し、大関節は加重に

際し亜脱臼を示すようになり、移動距離も減少し移動後は休息を要するように

なる。これに対し、既製のクローラーを用いその有用性を検討してみた。 


